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野村幸正•井上道雄著
サバイバル・サイコロジ一
——生存と認識からの出発—
世上の営みは、何事によらず人間にかかわっ
ている。巷に『・・・の心理』と題した幾多の
通俗書から、概ね無味乾燥ないわゆる専門書に
至るまで、類書に事欠かないのも故なきことで
はない。にもかかわらず、広く読者に示唆と感
銘を与える著作は僅少というこの思いは、ひと
り筆者の感想に留まるものではなかろう。
標掲の一著には、こうした事情にあって珍し
く、これを紐解く者に恐らく或る種のインパク
トを与えずにはおかない筆致で、著者の心理学
観が打ち出され、展開されている。多数の共同
執筆で、多岐にわたる現代心理学の内容をいわ
ば‘‘横断的"に概説する教科書が通り相場の昨
今、著者の心理学方法論を前面にはっきりと提
示し、一貫した論旨で終りまで読者の興味を
誘って止まない点、近頃には珍しい出色の一書
であると思う。
やがて新世紀を迎えようとする二十世紀末に
生きる我々は、いまや識者の指摘や評論にまつ
までもなく、高度に発達した科学技術文明の所
産を日々に享受し、生活の繁栄を誇る反面、い
まなお戦争や貧困、飢餓により多くの人々が明
日の生存すら脅かされている現実と矛盾に呻吟
している世代である。現在は、人間の尊厳を支
える筈の理性が、その同じ人間の暗闇に潜み、
なお定かならぬ魔性に翻弄されかねない危機を
覗かせている時代である。著者たちは、こうし
た厳しい状況を如何に生き抜くべきか、そのた
め不可欠な状況・自己認識の深化を如何に図れ
ばよいか、この一点を“赤い糸" (roter Fad-
en)として終始貫かせ、そこへ認知心理学の近
福村出版 (1985・9)
年の諸知識、これまでの心理学の基本概念を撚
り合わせて全篇を編んでいる。
大学の教養課程で心理学入門を講じる際など、
昨今では、通り一遍の概説書によるよりも、こ
のように独自の観点を前面に押し出した、著者
言うところの一種の「偏見」に立つパースペク
ティブを例示して見せる語り口調の方が、これ
から新たに学ぶ「知」への誘いとして、聴く者
の関心を深め、彼らに勇気を与える行き方では
あるまいか。本書は、この意味で、一般教育用
のテキストとしても好適の一著であろう。
全篇は、第1章「生存と認識」（生存とは、認
識）、第2章「心理学の目的と方法論」（心理学
の目的、方法論、人間観）、第 3章「生存の原
理」（人間の生存、生存のための情報、生命の展
開、生存の柔軟性）、第4章「認識の本質」（状
況依存、スキーマ、状況依存を越えて：矛盾の
解決）、第5章「環境とのかかわり」（認識と行
動、処理、処理を支える構造）、第6章「矛盾の
解決一発達」（発達がめざすもの、人間のきず
な：その出発、自分の世界：幼児期、おとなへ
の道）、第7章「知能と技能」（知能、技能）、お
よび第8章「文化の本質」（文化の意味、文化に
よる矛盾．疎外）の章・節から構成されている
が、これに加えてさらに各節の小見出しを通覧
すると、「サバイバル・サイコロジー」という
表題は本書の全章・節を貫< "赤い糸”に他な
らないことがよく分かる。
会員諸氏に広くー読を勧めたい。
（中島 巖）
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